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寄　稿
アメリカの地理・歴史教科書の検証と国土教育（後編）
－日米「地理」教科書比較と内村鑑三『地人論』－

1．はじめに

　前稿（JICE REPORT vol.19）では、米国の教育制度

を概観するとともに、小学校（Grade5）及び高校の「合

衆国史」教科書を用いて、米国の「歴史」教育を考察した。

　その結果、米国では（1）地理や歴史は受験のための暗

記科目ではなく、合衆国市民としての教養を習得するため

の科目として位置づけられている（米国の大学入試では、

高校時代の成績や課外活動が最重要視されている）こと、

（2）地理教育と歴史教育を二項対立的な構図に持ち込まず、

歴史と地理を一体化したカリキュラムを構築しているこ

と、（3）合衆国史という歴史科目であっても、「地理・国

土（Geography）」が最重要テーマとして含まれている

こと、等の特徴を明らかにした。

　本稿では、「地理」教育にフォーカスを当て、米国地理

教育の枠組みを概観するとともに、米国の地理教科書を「国

土教育」の観点から検証することにより、わが国の地理教

育との相違を明らかにする。

2．米国における教育改革と地理教育

2. 1 教育改革の時代背景

　米国では、1930 年代のニューディール政策により整備

された多くの社会資本が 1960 年代後半から一斉に老朽化

を迎えていた。しかし当時は、大幅なストック量の増大に

対して予算措置が追いつかなかったため、後に「荒廃する

アメリカ（America in Ruins）」と呼ばれる事態を招く

こととなった。1967 年に起きたウエスト・ヴァージニア

州とオハイオ州を連絡するシルバー橋の崩落事故では 46

名の死者・行方不明者を出し、1983 年にはコネチカット

州のインターステートハイウェイの一部であるマイアナ

ス橋が崩落し 3名が死亡した。こうした大惨事以外にも、

ニューヨークの幹線道路が穴だらけになったり、マンハッ

タン島に架かる橋梁が荷重制限のため通行できずスクール

バスが橋を渡れないなど、全米各地で橋梁や舗装が劣悪な

状態に陥っていたのである。

　こうした課題に対応するため、レーガン政権下の連邦政

府は 1982 年に「交通支援法」を制定し、1983 年から連邦

燃料税を引き上げ道路投資を倍増、欠陥道路・欠陥橋梁を

改善する努力を始めた（道路投資については、その後も拡

充が続けられ、「荒廃するアメリカ」の状況は改善されて

いった）。

　このように社会資本の整備・管理が危機的な状態に陥っ

ていた時期、米国では、将来世代への投資に関して、もう

一つの大きな課題を抱えていた。それが教育問題である。

　前稿で整理したとおり、米国では教育に関する権限は各

州政府に留保されているため（アメリカ合衆国憲法修正第

10 条に由来）、現在でも国家としての統一的な義務教育制

度は存在せず、「学校区（school district）」と呼ばれる

地方教育機関ごとに多様な公教育が行われている。連邦政

府が公教育に介入を始めるのは 1960 年代以降であり、キ

ング牧師に率いられた公民権運動を背景とした 1965 年の

初等中等教育法の制定（貧困家庭の児童に対する教育支援

事業の開始）や、1979 年の連邦教育省設置がその代表的

政策であるが、この時点ではまだ公教育に対する連邦政府

の関与は限定的でなものであった。

　しかし、カーター政権下の 1979 年にグローバル教育の

改善に関する勧告を行った「外国語と国際研究に関する

大統領委員会報告」や、レーガン政権下の 1983 年に子ど

も達の学力水準の低下を提起した「危機に立つ国家（A 

Nation at Risk）－ 教育改革報告書」などをきっかけと

して、連邦政府による公教育への関与が本格化していく。

1980 年代後半に全米規模で巻き起こった「地理教育復興

運動」も連邦政府の財政援助を受けた公教育支援活動の一

つであり、その運動の中心素材とされたのが、1984 年に

刊行された「初等および中等学校用　地理教育ガイドライ

ン」（以下「地理教育ガイドライン」と呼ぶ）である。

2. 2 地理教育ガイドライン

　地理教育ガイドラインは、アメリカ地理学会（Associ-
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ation of American Geographers）と全米地理教育協

議会（National Council of Geographic Education）

の合同委員会によって刊行された初等・中等学校用の地理

教育指導書であり、中山修一氏の著書『地理にめざめたア

メリカ』（古今書院）においてその全訳が紹介されている。

　地理教育ガイドラインは、（一）課題、（二）地理的探求

の方法、（三）地理教育の内容と方法（地理学の 5大テーマ）、

（四）カリキュラムにおける地理の立場、（五）地理教育の

役割とシークエンス（学年別配当）、（六）高等学校地理学

習で習得されるべき地理的技能、（七）中・高等学校過程

の学習目標、から構成されている。

(1) ガイドラインの課題認識

　ガイドライン冒頭の（一）課題では、「アメリカ合衆国

および世界についての国民の無知は、わが国の福祉、国力、

国際的な相互依存に、さらには、外国の人々への影響にも

大きな結果をもたらすだろう。地理教育は、この無知さを

正すのに必要なものであり、加えて地球上の資源を効果的

に管理するのに必要な知識と理解を、未来の世代に与えう

るものである。（中略）民主主義社会における血の通った効

果的公共政策の発展は、自らの社会、さらにそれと他の世

界との関係などに広い教養をもった市民の積極的な参加に

よって高められる。社会にかかわるすべての出来事は、地

理的文脈のなかで起こっている。これらの出来事を十分に

理解するために、我々は詳細な調査を待たなければならな

い。これらの問題に含まれるものとしては、郊外地域開発

による農業地域の侵食、大都市地域の交通システムが、財

政的ピンチに直面する一方で、混雑が着実に増しつつある

高速道路の荒廃問題、水系の侵食や汚染からの保護、環境

的に調和のとれた土地利用開発を促進するための地帯決定

上の保証の問題などがある。（以下略）」と記述されている。

　つまり、①地理教育の目標は、合衆国及び世界に対する

国民レベルの知識不足の解消と、将来世代に対する地球規

模の地理的教養の付与にあるということ、②こうした幅広

い地理的教養を身につけた市民の積極的参加によってこ

そ、現在の民主主義社会で発生している様々な問題が解決

できるということ、が地理教育ガイドライン作成にあたっ

ての課題認識として明確に位置づけられているのである。

またそれと同時に、③解決すべき問題として「大都市地域

の交通システムが、財政的ピンチに直面する一方で、混雑

が着実に増しつつある高速道路の荒廃問題」、つまり前述

した「荒廃するアメリカ」を取り上げているところが、社

会資本の整備・管理に携わってきた者としては興味深い。

(2) 地理学の 5大テーマ

　地理教育ガイドラインの最大の特徴は、「地理学の 5つ

の基本テーマ」（通称：5大テーマ）を定義付けたことで

ある。これは、地理教育における地理的見方・考え方を、

①位置（Location）、②場所（Place）、③場所における

相互関係（Relationships within Places）／人と環境

との関わり（Human-Environment Interaction）、④移

動（Movement）、⑤地域（Regions）の 5 つのテーマ

に再構成したものであり、ガイドラインによるとその内容

は概ね次の通りである。また、5大テーマ毎に区分された

中・高等学校過程の学習目標を表‒1 に示す。

　1)　位置（Location）：地表面における位置

・絶対的なまたは相対的な位置は、地表面での人々と場

所の位置を記述する二つの方法である。

・「絶対的位置」：ある見方からすれば、我々は地表面の

正確な位置を任意の数学的な緯度・経度を使うことに

より、認識することができる。さらに緯度・経度の組

み合わせは、一般的にみとめられているように正確な

位置を描き出す有効な方法である。

・「相対的位置」：位置ならびにその特徴に関する知識は、

地方的、地域的、国家的、地球規模約スケールの相互

依存関係を理解するうえでの基本的視点である。

　2)　場所（Place）：自然的・人文的特徴

・地球上のすべての場所は、それに意味や特徴を与え、

他の場所と区別する目に見えたり見えなかったりする

顕著な特徴をもっている。地理学研究者は、一般的に

場所をその自然的、人文的特徴によって記述する。

・「自然的特徴」：自然的特徴は地形、水系、気候、植生、

動物相などを構成する地質的、水文的、気候的、生物

学的な作用に由来する。

・「人文的特徴」：人間の思考と行動とが、ある場所の特

徴を形成する。場所は、人口の構成、集落形態、建築

様式、レクリエション活動の様式、運輸・通信のネッ

トワークのちがいにより異なる。ある場所は他の場所

から、その住民の主義主張、哲学、宗教信仰、言語、

経済・社会の形態、政治組織などによっても区別される。

・ 総じて、場所の自然的、人文的特徴は、人間とその

環境間の単純なものから複雑なものまでの相互作用と

相関関係を認識し、解釈する鍵を提供してくれる。

　3)　場所における相互関係（Relationships within 
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Places）： 人 と 環 境 と の 関 わ り（Human-

Environment Interaction）

・地表のすべての場所は、人間の居住にとって都合のよ

い面と悪い面とをもっている。人口の高密度地域は、

氾濫原に広がっている。人々はそこで肥沃な土壌や資

源、水運の便にめぐまれることができた。だが、氾濫

原はときどき大きな被害を被る。

・人間は、文化的価値、経済的・政治的状況、さらに技

術的能力などを反映しながら自然的状況を改変し、適

応し続ける。

・地理学は、そうした人間と環境との関係が、いかに発

展し、それが人間や環境にとってどのような結果をも

たらすのかに関心をもっている。地理を学習すること

は、自然環境と文化的遺産に対する思いやりを促す。

また、人間の行動は、意図的な結果とそうでないもの

との両方の結果を生み出すことを示している。その事

例は、洪水や泥流に脅かされているカリフォルニアの

沿岸地方でみられる、財産被害を減らすための試みの

効果を考えてみよう。これらの災害は、森林火災によっ

て表土がはぎ取られた丘陵地域での雨と土壌侵食の結

果もたらされたものである。ダムと沈殿物の取り出し

ロの建設は、被害を減少させるが、それは守られるべ

き財産の価値に匹敵するだけの費用がかかるものであ

る。ところが逆の効果として、河川から海浜への砂の

供給量を低下させ、海岸侵食のスピードを増加させた。

こうして財産の新たな損失が発生し、海浜は、他の場

所から運んできた砂によって保護されている。

　4)　移動（Movement）：地表面における人間の相互作用

・人類は地表面に不均等に生活の場所を展開する。ある

人々は農場、あるいは田園地帯に住み、またある人々

は、町、農村、都市に住む。そして、どの人々も互い

に交流する。つまり、人はある場所から他の場所へと

表 -1　米国の地理教育ガイドライン（地理学の五大テーマと中・高等学校過程の学習目標）
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移動し、互いに通信し、彼らをとりまく遠方よりやっ

てくる産物、情報、思想に依存している。

・地球規模の相互依存と場所間の交流の最も目に見える

現象は、世界のいかなる場所をも結ぶ輸送・通信網で

ある。それは、多くの人々が、日常生活でほとんど毎

日のように他の場所と交流をもっていることを示して

いる。これはジョージア州の人々が、ワシントン州で

採れ、鉄道やトラックでアトランタに運ばれたリンゴ

を食べていることを示すなにものでもない。もっと規

模を大きく考えれば、国際貿易という現象は、どこの

国も自給自足できないことを表している。

・地理は、人・思想・財の移動に関する多様なパターン

を説明する手助けとなる。

・相互作用は、輸送・通信技術の変化に伴って変化し続

けるものである。我々はこうした変化に先手を打ち、

その地理的ならびに社会的結果を検討することが必要

である。

　5)　地域（Regions）：地域はどのように形成され、変

化するか

・地理学習の基本的単位は、ある選ばれた指標に関して

一定の姿を示す「地域」である。

・我々は国家、地方、郡、都市といった一定の政治的

権力をもつ地域をよく知っている。しかもなお、考察

すべき問題ごとに意味のある地域を確定しようとすれ

ば、それは数えきれないほどあるものだ。ある地域は

行政単位、言語グループ、地形といった一つの指標で

区別されるし、また他の地域は、多くの複雑な指標の

相互作用により区別される。

　この「地理学の 5大テーマ」こそが、米国の地理教育に

おいて極めて大きな役割を果たしているのであり、その理

由は概ね以下の 2点に集約できる。

　第一のポイントは、地理学という複雑で（扱う分野が広

く）興味を持ちにくい学問領域を、とりわけ日本の学習指

導要領では「地理的な見方や考え方」というフレーズでし

か表現できていない地理科（社会科地理分野）の指導内容

を、5大テーマ（①位置、②場所、③人と環境との関わり、

④移動、⑤地域）という、非常に単純化され、分かりやすく、

多くの人々に受け入れやすいような学習体系に再構成して

いるということである。そして、1980 年代後半に全米規

模で巻き起こった「地理教育復興運動」を通して、5大テー

マは全米各州の地理カリキュラムや地理教科書（後述）の

中に浸透していった。「地理学の 5大テーマ」は、現在で

は地理学習の冒頭において必ず位置づけられ、繰り返し教

えられるべき学習項目として、不動の地位を築いているの

である。

　第二のポイントは、5大テーマの学習内容や学習目標が

「人と国土との間の相互依存関係」を極めて重要視した枠

組みとなっていることである。言い換えれば、このシリー

ズ（JICE REPORT vol.16,17,19）で何度も述べてきた「現

在、われわれが享受している豊かで安全な生活は、われわ

れのご先祖様が絶え間なく国土に働きかけることによっ

て、国土から恵みを返してもらってきた歴史の賜物である。

従って、現代に生きるわれわれの世代も、国土に対して働

きかけを続け、将来世代に対して、より良い社会基盤を引

き継いでいかなければならない。」という国土学、国土教

育の思想が、米国の「地理学の 5大テーマ」の学習内容や

学習目標において明確に位置づけられているということで

ある。

2. 3 地理ナショナル・スタンダード

(1) 作成の経緯

　1983 年の「危機に立つ国家」発表から 1984 年の「地理

教育ガイドライン」刊行、1985 年以降の「地理教育復興

運動」に至るレーガン政権下での地理教育改革の後、1990

年代には、ジョージ・H・W・ブッシュ政権及びクリント

ン政権下において、もう一つの大きな地理教育改革の流れ

が生まれた。その契機となったのが 1989 年の「全米教育

サミット」である。同サミットではバージニア州シャーロッ

ツビルに集合したジョージ・H・W・ブッシュ大統領と全

米 50 州の知事との間で「2000 年までに達成すべき 6つの

全米教育目標」に関する合意がなされたが、この合意事項

の一つに、「第 4学年、第 8学年、第 12 学年の生徒は、英

語、数学、理科、歴史、地理の各教科において一定水準の

学力を習得してから進級する。」という内容が含まれてい

た。つまり、この全米教育サミット以降、国語、数学、理

科とあわせて地理と歴史が主要 5教科の中に位置づけられ

ることとなったのであり、これは米国の地理・歴史教育に

とって極めて重要な出来事となった。

　その後、1990 年 7 月には、ジョージ・H・W・ブッシュ

大統領と全米知事会の両者が委嘱した全米教育目標会議

（National Education Goals Panel）が発足、この会議

が先導して、主要 5教科（英語、数学、理科、歴史、地理）

毎の「全米基準（ナショナル・スタンダード）」を設定す
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るための準備（教科別協議会の発足・作業）が始められた。

この 1990 年代の教育改革の動きは、クリントン政権下に

おいて「2000 年の目標：アメリカ教育法（GOAL 2000: 

Educate America Act）」の制定（1994 年）や各教科毎

のナショナル・スタンダードの策定につながっていった。

　なお、ナショナル・スタンダードには法的拘束力はない

が、「2000 年の目標：アメリカ教育法」に基づく連邦補助

金の交付条件として、ナショナル・スタンダードを達成す

るための努力義務が各州に課されていることから、ナショ

ナル・スタンダードはその後の米国の教育システムに大き

な影響を与えることとなった。

(2) 地理ナショナル・スタンダードの内容

　地理のナショナル・スタンダード（地理的知識・技

能の基準を定めた実施目標）は、アメリカ地理学会

（Association of American Geographers）、 全 米

地理教育協議会（National Council of Geographic 

Education）、全米地理学協会（National Geographic 

Society） 及 び ア メ リ カ 地 理 学 協 会（American 

Geographical Society）の 4 団体が共同して作成し、

1994 年に完成したものであり、正式名称は「生活のため

の地理：地理のナショナル・スタンダード」（Geography 

for Life : National Geography Standards 1994）、そ

の詳細は、田部俊充・山縣耕太郎・小口久智・多胡清一（共

著）、『アメリカ合衆国における「地理ナショナルスタンダー

ド（1994 年版）」の全訳』（新地理）において紹介されて

いる。

　地理ナショナル・スタンダードでは、地理の本質を①空

間的認識、②場所と地域、③自然的システム、④人文的シ

ステム、⑤環境と社会、⑥地理的認識の効用の 6つの要素

（エレメント）に分類し、下位概念として 18 のスタンダー

ドが設定されている（表‒2 参照）。

　また、18 スタンダードは、K-12（幼稚園・就学前の 1

年間の教育から 12 年生、すなわち日本の高等学校 3年生

まで）の13年間を、「幼稚園－第4学年」、「第5－8学年」、「第

9－ 12 学年」の 3段階ごとに区分して作成され、それぞれ、

認識目標及び技能目標（数多くの具体的実践例を含む）が

示されている。これは「幼稚園－第4学年」、「第5－8学年」、

「第 9－ 12 学年」のそれぞれの最終学年修了時に学力テス

トを実施することと関係しているのであり、また、学年ご

との認識目標・技能目標の配列はいずれも発達心理学の影

響を色濃く受けていることがうかがえる。知識・理解、技

能の習得がのちに課題解決型の学習方法につながっていく

ように配列されているのである。 

　地理ナショナル・スタンダードでは、6つのエレメント

のうち、①空間的認識と③自然的システムを除く 4つのエ

レメントにおいて、「人と国土との相互依存関係」に関す

る認識目標・技能目標が数多く取り上げられている（表‒3

参照）。

　例えば、「スタンダ－ド 5：地表上の複雑性を解釈する

ために人々は地域を区分する」の第 5学年～第 8学年まで

の技能目標では、「C．空間的・歴史的にいかに地域が変

化するか説明する。」の例示として「C-2. 人々の日常生活

における地域的な交通機関の変化の影響を評価する。（例：

新しいハイウェ－の建設，鉄道の廃止，新しい空港の建設）」

が示されている。

　また、「スタンダード 14：いかに人類の活動は自然環境

を変化させたか」の第 5学年～第 8学年までの技能目標で

は、「B. ある地域で人類が引き起こした自然環境の変化が

他の地域にも変化をもたらすことがあり得ることを説明し、

認識する。」の例示として「B-2 ある地域の河川システムに

おけるダムや堤防の建設がどのように下流地域に影響を及

ぼすかを説明する (例：このような建設行為は，人間が利

用するための水の有用性を制限し，電気をつくることを可

能にし，洪水を制御し，河川による輸送を発達させ，かつ

生態系の変化を引き起こす。）」が示されているのである。

表 -2　地理ナショナル・スタンダードのフレーム
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表 -3　地理ナショナル・スタンダードにおける技能目標の例

3．米国の地理教科書と国土教育

　次に、米国で用いられている中学地理教科書及び高校

地理教科書、具体的にはMcDougal  Littell 社（現在は、

米国の最大手教科書出版社Houghton Miffl  in Harcourt

社の中等教育専門会社Holt McDougal として再編され

ている）の『World Cultures and Geography 2008』

及び『World Geography 2009』を取り上げ、その内容

を検証することにより、「国土教育」面から見た米国の

地理教育の特徴を整理した。なお、Houghton Miffl  in 

Harcourt 社（Holt McDougal 社を含む）の社会科教科

書は、全米最大の教育現場・カリフォルニア州教育局のホー

ムページにおいて社会科教科書出版社として登録・紹介さ

れているとともに（http://www.cde.ca.gov/ci/cr/cf/

hsspublishers.asp）、（株）丸善が取り扱う唯一のアメ

リカ合衆国社会科教科書である。

3. 1 中学地理教科書の内容（日米教科書比較をとおして）

　『World Cultures and Geography 2008』は、世界地

理の概要（Unit1）と世界地誌（Unit2：合衆国とカナダ 

～ Unit9：オセアニアと南極大陸）とで構成される中学生

用の地理教科書であり、前稿で紹介した小学生用歴史（合

衆国史）教科書と同様に、写真・図表・地図などの資料が

豊富で（オールカラー）、百科事典のような体裁をしている。

（図‒1、2 参照）

図 -1　米国の中学／高校「地理」教科書（McDougal Littell 社） 12),13)

図 -2　米国の中学地理教科書の内容構成（McDougal Littell 社） 12)

(1) 世界地理の概要（Unit1）

　世界地理の概要（Unit1）では、地理学の有用性に関す

る事項（地理の 5大テーマと 6エレメント、地理に関する

科学技術、地理を活かした職業）、自然地理に関する事項

（地球の内外作用、水循環・地形、気候・植生、環境）、人

文地理に関する事項（人口、人の移動、資源・経済、政治、

文化）など、世界地理のアウトラインが説明されている。

　なかでも、この教科書の冒頭（第 1章）において、地理
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教育ガイドライン由来の「地理学の 5大テーマ」と地理ナ

ショナル・スタンダード由来の「6エレメント」が説明さ

れていること、言い換えれば、地理教科書の最優先学習課

題として地理の 5大テーマと 6エレメントが位置づけられ

ていることが重要である（図‒3 参照）。

　また、地理で用いる科学技術（ＧＩＳ／ＧＰＳ）や地理

を活かした職業など、実社会における地理の有用性を学習

する機会を設けていること（第 1章 2 ～ 3 節）、自然地理

の学習範囲に「地学」の内容を含んでいること（第2章1節）、

移動（Migration）という概念を重要視していること（第

3章 2節）、政治地理を積極的に扱っていること（第 3章 4

節）などが日本の中学地理教育との違いとして読み取れる。

(2) アメリカ合衆国の地誌（Unit2 ／第 5章）

　第 5章では、地理（第 1節）、歴史（第 2節）、文化（第 3節）、

政治と経済（第 4節）に区分して、アメリカ合衆国の地誌

が記述されている。自国の地誌を説明する場合と他国の地

誌を説明する場合とで、記述分量やその程度に違いがある

のは当然であるが、ここでは、日本の中学地理教科書（平

成 22 年度、東京都において、最も多くの地区で採択され

た「東京書籍」の教科書）におけるアメリカ合衆国の地誌

に関する記述と比較することにより、米国の中学地理教育

の特徴を整理した（表‒4 参照）。

○ アメリカ合衆国の地理的特徴（多様な地形・気候・

植生と人間活動）、文化的特徴（移民で構成される社

会と多様な文化）、及び経済的特徴（世界最大の経済

大国）は、日米双方の地理教科書において取り上げら

れている。

○ 米国の地理教科書では、大陸入植（ベーリング地峡

を渡ってきた先住民、ヨーロッパからの移民と植民地

建設）から現在に至るまでの「アメリカ合衆国建国の

歴史」が一節を割いて説明されているのに対し、日本

の教科書では、「歴史」は全く取り上げられていない。

○ 米国の地理教科書には、アメリカ合衆国の政治（ア

メリカ合衆国憲法と修正条項、代表制民主主義、連邦

政府と州政府、三権分立）についてのまとまった記述

があるのに対し、日本の教科書には「政治」に関する

記述はない。

○ 米国の地理教科書では、州間高速道路（Interstate 

図 -3　地理の 5大テーマと 6エレメント（McDougal Littell 社の中学地理教科書より） 12)
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Highway）ネットワークを例示することにより、ア

メリカ経済を支える基盤としての装置インフラの重要

性が説明されている。

(3) 日本の地誌（Unit8 ／第 27 章）

　同様に、日本の地誌に関する記述（第 27 章）を取り上げ、

日米の教科書比較によって米国の中学地理教育の特徴を整

理すると、次の通りとなる（表‒4 参照）。

○ 日本の地理的特徴（島国、環太平洋造山帯に位置す

る地震大国、狭い国土）、文化的特徴（伝統的文化と

現代的文化の共存）、及び経済的特徴（世界有数の経

済大国）は、日米双方の地理教科書において取り上げ

られている。

○ 米国の地理教科書では、古代から現在に至るまでの

日本の歴史（平安時代までの朝廷政治と平安文化、侍

（源平）時代から鎌倉幕府・武家政権へ、徳川家康に

よる国家統一と鎖国、明治～戦後：現代日本の夜明け）

が記述されているのに対し、日本の教科書では、「歴史」

は全く取り上げられていない。

○ 米国の地理教科書には、日本の戦後政治（民主主義

と象徴天皇制、日本国憲法と基本的人権・戦争放棄、

議員内閣制と三権分立）についてのまとまった記述が

あるのに対し、日本の教科書には「政治」に関する記

述はない。

　なお、日本の中学地理教科書の国土教育的検証は、

JICE REPORT vol.16 において既に実施済みであるが、

今回、米国の中学地理教科書と比較することで、日本の中

学地理教科書の優れた点が改めて浮き彫りにされたので、

表 -4　日米の中学地理教科書が記述する合衆国と日本の地誌（人と国土）
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以下に追記しておく。

　1)　わが国の国土の自然条件を学ぶ

○日本は活動する陸地（環太平洋造山帯）に位置するた

め、地震や火山活動が多い。一方、世界の大陸のほと

んどの地域は、地震や火山活動がない安定した陸地に

存在。

○陸地のおよそ 3／ 4が山地と丘陵地。また、本州中央

部を貫く高さ 3,000 ｍ級の日本アルプスにより本州は

南北に分断。

○国土面積に比べ海岸線が長い。

○急流で流域面積がせまい日本の川（日本と世界の河川

の延長・勾配の比較） ⇒水量の変化が大きい ⇒ダム

による水量調節、電力発電、水資源確保

○せまい平地に人口の大部分が暮らす。

○台風の上陸（風水害）

○降雪とそのメカニズム（日本海側の雪⇔太平洋側の晴

天）

○自然災害とその対策（地震、洪水、津波、火砕流、土

石流、高潮、なだれ）

　2)　交通の発達と地域の変化、生活への影響を学ぶ

○広がる日本の交通と通信網（新幹線、高速道路、航空

路、本州四国連絡橋等）

○交通がもたらす地域の変化（東北自動車道・関越自動

車道・東北新幹線・上越新幹線等の整備と北関東地域

の人口・工業生産額等の変化）

○交通・通信の発達とくらしの変化（医療や流通）

3. 2 高校地理教科書の内容（日米教科書比較をとおして）

　本節では、McDougal Littell 社の『World Geogra-

phy 2009』と帝国書院の『新詳地理Ｂ 初訂版』（平成 22

年度の東京都立普通科高校で採用数最上位）との比較をと

おして、「国土教育」面から見た米国の高校地理教科書の

特徴を以下の5つの論点で整理した。なお、論点 (2)～(4)

の整理にあたっては、明治～大正期の思想家・内村鑑三が

著した地理教育書『地人論』を参照することにより、地理

教育・国土教育における当該論点の重要性を考察した。

(1)「地理学の 5大テーマ」という明瞭な哲学の存在

(2)「地学」を含めた地理教育

(3)「歴史・政治」を含めた地理教育

(4)「人と環境との関わり」という学習単元の存在

(5) その他（日本をどのように見ているか）

(1) 「地理学の 5大テーマ」という明瞭な哲学の存在

　『World Geography 2009』は、地理の基礎（Unit1）

と世界地誌（Unit2：合衆国・カナダ ～ Unit10：東南ア

ジア・オセアニア・オーストラリア）とで構成されている

が、前述の中学地理教科書と同様、教科書の冒頭（第 1章

1節）において「地理の 5大テーマ」が説明されていること、

言い換えれば、地理教科書の最優先学習課題として「地理

の 5大テーマ」が位置づけられていることがポイントであ

る。（図‒4 参照）

図 -4　米国の高校地理教科書の内容構成（McDougal Littell 社） 13)

(2) 「地学」を含めた地理教育

　米国の教科書では、地理の基礎（Unit1）の第 2～ 3 章

において、「地球の内と外（太陽系、地球の構造）」「水循

環と地形」「地球の内作用（プレートテクニクス、地震、

火山）」「地球の外作用（風化、浸食、堆積）」「季節と天気」「気

候」「世界の気候区分」「土壌と植生」という 8つの節に区

分して「自然地理」が説明されている。日本の地理教科書

と比較してみると、太陽系（天体）や地球の構造（大気圏

や地球の内部構造）、地球の内作用（プレートテクニクス、

地震、火山）といった「地学（地球科学）」に分類される

内容が、地理教科書において充分なページを割いて記述さ

れているのが特徴である。

　一方、内村は、『地人論』冒頭の「地理学研究の目的」

において、「これを空間の無限大に比すれば、塵埃の細微

なるもなお大に過ぐるがごとく、これを天体中大と称すべ

からざる太陽に比すれば、わずかに百三十万分の一たるに

すぎず。これをその姉妹球なる木星に比するも、なお、小

豆が、橙における比例なり。されども、この塵埃小の空間

の一点、この小豆大の地球こそ、吾人生命のつながる所に

して、我はこの地に初めて生を有し、この地に有せられ、

この地に自覚し、この地に愛し、愛せられ、ついにこの地
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に死骸をのこして逝く。我に生を給せし地球、我の生命を

与うる地球、我の遺骨を托する地球、我これを研究せずし

てやまんや。」、「地理学の本領は、地球表面、今日のあり

さまなり。その過去の歴史と内部の構造とは、吾人、これ

を地質学に学び、その空間における運動、その他天体との

関係は、天文学のつかさどるところなり。地理学もし過去

にさかのぼらざるを得ずば、これ現在を解明せんがためな

り。もし未来を洞察せざるを得ずば、これ現在の真意を知

らんがためなり。地理学は実に現世的なり。（中略）現世的

たる、必ずしも寸時の意にあらず。現在とは、過去と未来

をつなぐ永遠の一部分たるにあらずや。」と著述している。

　つまり、内村は、地理教育（研究）においては、「塵埃

小の空間の一点（無限大の宇宙空間の中の地球）」という

空間認識や、地質学や天文学といった地学（地球科学）領

域を視野に入れた学習が重要であると説いているのであ

り、今日あらためてその重要性が再認識されている「防災

教育」を効果的に展開していくためにも、地学（地球科学）

分野を含めた地理教育の実践が求められている。

(3) 「歴史・政治」を含めた地理教育

　米国の地理教科書には、各国（地域）地誌の一環として、

その国（地域）の歴史や政治を学ぶ単元が必ずある。

　例えば、アメリカ合衆国の地誌では、建国の歴史（大陸

入植、植民地建設、コロンブス交換、独立戦争、ルイジア

ナ買収、南北戦争、西部開拓、工業化・都市化、公民権運

動、世界の中のアメリカ）と現在の政治（三権分立と連邦

政府・州政府）について詳細な説明がなされており（第 6

章 1 節）、日本の地誌においても、歴史と政治のアウトラ

イン（古代：平安時代までの朝廷政治、将軍時代：鎌倉以

降の武家政権、世界へ：明治以降の近代国家）が紹介され

ている（第 28 章 4 節）。これに対し、日本の地理教科書で

は、歴史や政治に関する学習単元が取り上げられることは

ない。わが国では、これらは地理とは別の教科・科目（日

本史、世界史、政治・経済）の守備範囲であり、関連付け

て学ぶ機会は存在しないのである。（表‒5 参照）

　一方、内村は、歴史に関して、「地理と歴史とは、舞

台と劇曲との関係なり。地は人類ちょう役者が歴史ちょ

う劇曲を演ずる舞台なり。ゆえに地理学なくして歴史を

学ばんとする者は、盤なくして碁を囲まんとするがごと

く、盲人が天文学を攻究せんとするがごとく、全くなし得

べからずにはあらざずとも、ほとんどなし得がたき事な

り。（中略）一国の歴史は、その地とその人との相互動作

（Interaction）の結果なり。博士フリーマン氏曰く「ギ

表 -5　日米の高校地理教科書が記述する合衆国と日本の地誌（人と国土）
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リシア人によるにあらざれば、ギリシア国は大業を見るあ

たわざりしならん。ギリシア国におけるにあらざれば、ギ

リシア人は大業を遂げ得ざりしならん。されど地と民と相

通合して、両者より大事業来たれり。」あにこれギリシア

人とギリシア国においてのみしからんや。」と語り、また、

政治に関しても、「地理学を学ばずして政治を談ずるなか

れ。何となれば、汝は月世界の政治を談ずる者なればなり。

何となれば、汝は竜宮城の内政を語る者なればなり。すな

わち地理学なしの政治論は有りて無きもの、像（かたち）

なきもの、実なきもの、夢、空想、幻なればなり。政治も

し、懶惰（らんだ）壮士の寝言ならずば、政治もし不平漢

の空言ならずば、政治にして、もし実物にして神聖なるも

のならば、堅固なる地盤を離れて存すべきにあらず。吉田

松陰がその僕某に告げし言は真理にして事実なり。彼は曰

く、「地を離るれば人なし。人を離るれば事なし。ゆえに

事を成さんと欲する者はまさに地理を究むべし」と。これ、

彼の政治論の、時の空漠たる政治論にまさりて健全にして

深慮なりし理由なり。」と語る。

　つまり内村は、「地理と歴史」、「地理と政治」の関連の

深さを説き、地理という基盤が無ければ歴史も政治も存在

し得ないと主張しているのである。また、JICE REPORT 

vol.17 でも述べたが、歴史とは文明ごと、国家（地域）ご

と、民族ごとに見ようとしなければ、殆ど意味をなさない。

そういう視点からみると、各国（地域）毎の地誌において、

自然地理と関連づけて幅広い人文地理（歴史、政治、経済、

文化等）が学習できる米国の地理教科書は優れていると言

わざるを得ない。「時間」と「空間」はそれぞれ別々に学

ぶのではなく、関連づけて学ぶ必要があるのだ。

(4) 「人と環境との関わり」という学習単元の存在

　「国土教育」面から見た米国の高校地理教科書の最大の

特徴は、各国（地域）毎の地誌において、「地形と資源」

「気候と植生」とは別に「人と環境との関わり（Human-

Environment Interaction）」という学習単元が設けられ

ていることである。

　これは、「人と国土との間の相互依存関係」という

言葉で置き換えることもできる、このシリーズ（JICE 

REPORT vol.16,17,19）で何度も述べてきた「現在、われ

われが享受している豊かで安全な生活は、われわれのご先

祖様が絶え間なく国土に働きかけることによって、国土か

ら恵みを返してもらってきた歴史の賜物である。従って、

現代に生きるわれわれの世代も、国土に対して働きかけを

続け、将来世代に対して、より良い社会基盤を引き継いで

いかなければならない。」という国土学、国土教育の思想

を実践している学習単元である。

　表‒6 は、この学習単元「人と環境との関わり（Human-

Environment Interaction）」が取り扱っている具体的テー

表 -6　「人と環境の関わり」（Human-Environment Interaction）の学習テーマ13)
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マを各地域毎に整理したものである。

　合衆国とカナダ（Unit2）では、①アメリカ大陸への先

住民の入植と農業による国土の改変、②都市の建設（地下

空間利用が進む寒冷地・モントリオール、スプロール化が

進むロサンゼルス）、③内陸運河（図‒5 参照）、大陸横断鉄

道、国道ネットワークの整備による「距離の克服」の 3事

例が取り上げられている（第 5章 3節）。

　また、ヨーロッパ（Unit4）では、①ポルダー（図‒6 参照）

整備による国土創造の歴史【オランダ】、②運河建設によ

るヴェネツィアの商業的発展と今日的課題【イタリア】、

③数百年にわたる森林伐採と酸性雨の被害によって木々が

枯死している「黒い森（シュヴァルツヴァルト）」【ドイツ】

の 3事例が取り上げられている（第 12 章 3 節）。

　そして、日本を含む東アジア（Unit9）では、①長江に

建設された三狭ダムのプラス効果とマイナス効果【中国】、

②山地の島国に 1億 2700 万人が暮らす日本の都市生活【日

本】の 2事例が取り上げられている（第 27 章 3 節）。

　以下では、自らの国（地域）について語った「米国とカ

ナダ（Unit2）の 3 事例」についてのみ、それらの要約を

紹介するが、いずれも、「人による国土への働きかけと、

国土から人への恵み」に関する学習内容であることは疑い

ようがない。

【テーマ 1】アメリカ大陸への入植と農業による国土の改変
・人間が登場するまで、北アメリカ大陸の地形は風化作用や
浸食作用といった自然の力によってしか改変されることは
なかったが、数千年前にアメリカ先住民の祖先たちが入植
して以降、国土の改変が始まった。
■入植
・北アメリカ大陸の最初の住人は、当時陸続きであったベー
リング地峡をわたってシベリアからアラスカに渡ってきた
遊牧民であったと言われている。彼らは国土をあちこち移
動しながら、狩猟・漁撈・採取生活を行っていた。
・その後は、生存していくための水の確保が容易な沿岸地域
や川辺に住み始め、地域毎の自然条件（気温や気候、山地
や森や平原や砂漠といった自然環境）に適応しながら暮ら
してきた。
■農業
・約 3,000 年前に農業が狩猟・採取生活に取って代わってか
ら、先住民の本格的な定住化が進むとともに、穀物の栽培
によって彼らは自分の思う通りに国土を造り替えることが
できるようになった。

・森林地域では、建築用や燃料用の木材を切り出し始め、川
沿いの肥沃な低地や氾濫源では土地を耕し、灌漑施設を整
備して、穀物栽培を始めた。

・彼らが最初に栽培した植物（トウモロコシ、大豆、スカッ
シュ）は、今では世界の主要作物となっている。

・農業は今日でも米国とカナダの重要な産業であり、実際、
両国は農作物の主要輸出国である。

【テーマ 2】都市の建設
・都市がどこに形成されて、どのように成長していくかは、
場所（physical setting）に大きく依存している。初期の
開拓者たちにとって、水辺近くに住むことは極めて重要な
ことであったが、それだけではなく、地形、気候、天候、
天然資源といった要素も都市形成に大きな影響を与えてき
た。

■モントリオール＝環境への適応
・ケベック州のモントリオールは、セント・ローレンス川と
オタワ川の合流点にある川中島に位置し、1642 年にフラン
ス人植民地として建設、モン・ロワイヤル山を中心として
発展してきた。

・モントリオールは、現在、大規模な港湾を持つカナダ第 2
の都市であるが、年間の 100 日以上が氷点下という厳しい
気象条件下にある。このため、冬期の厳しい環境に耐えら
れるよう、人々は室内か地下で生活を展開するようになっ
ていった。実際、モントリオールの街には巨大な地下街が
存在する。

■ロサンゼルス＝都市のスプロール化
・モントリオールと異なり、カリフォルニア州のロサンゼル
スは、年間を通して温暖な気候下にあるとともに、太平洋
沿岸の良好な場所に位置している。

・1900 年代の初頭まで、小さなスペイン人植民地でしかな
かったロサンゼルスの街は、時代とともに渓谷や荒れた丘
陵地帯にまで拡大し、1980 年代にはアメリカ合衆国第 2の
都市にまで成長した。

・しかし、急激な都市の拡大は、大気汚染や水質汚濁、地震
地盤上の都市建設といった問題を顕在化させた。しかしそ
のような問題ですら、ロサンゼルスという都市の成長を止
めることはなかった。ロサンゼルスは今、469 平方マイル
という面積を有しており、都市圏エリアでみれば、4,060
平方マイルにまでその面積は拡大している。

【テーマ 3】距離の克服
・アメリカ先住民やヨーロッパから入植した移民たちは、国
土を移動していくとき、多くの障害（膨大な距離、困難な
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図 -5　セントローレンス海路（McDougal Littel 社の高校地理教科書より） 13)

図 -6　ポルダーの建設（McDougal Littel 社の高校地理教科書より） 13)
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　一方、内村は、「地の目的はいかん。人類を発達せしむ

るにあり。地理の目的は歴史の目的なり。（中略）人類は

地球廻転の度数と共に完全に向かい進みつつあることは、

極端厭世論者にあらざるほかは、ことごとく識者の承認す

るところなり。しかして人類の棲息所たる地は、この進歩、

啓発を助け、促すものならざるべからず。人類の進歩、啓

発を促すために、地はいかなる特質を有せざるべからずか。

（一）進歩を助けんがために、地は開拓、耕耘、運輸、交

際の便利を人類に供せざるべからず。（二）啓発を助けん

がためには、地は多少の障害を人類に供せざるべからず。

地の配列、構造にして全く人類進歩を奨励せざらんか、人

類は失望に沈んで、進まざるべし。一の障害物をも供せざ

らんか、進歩、簡易に過ぎて心霊の怠惰と傲倨（きょごう）

とを招き、知と霊とは啓発せざるべし。適宜なる奨励と適

宜なる障害とは教育上の必要にして、天が人に与うるに地

をもってせしや、この特質を有する地球をもってせられた

り。われらの棲息する地球は教育上絶大の価値を有するも

のなれば、はなはだ完全にして、全く完全ならず。すなわ

ち、この地球は人の労力をもって初めて完全たるを得るも

のなり。」と述べている。

　米国の地理教科書において実践されている「人と環境と

の関わり」に関する教育、『地人論』において内村鑑三が

説いている「この地球は人の労力をもって初めて完全たる

を得るものなり」とする教育を、わが国の地理教育（地理

教科書）において導入・実践していくことが求められる。

(5) その他（日本をどのように見ているか）

　米国の地理教科書では、自国の自然環境の多様性や自然

災害の危険性を説明するだけでなく（図‒7 参照）、日本が

大地震や津波のリスクを抱えた国家であることを繰り返し

指摘している。具体的には、地理の基礎（Unit1）において、

阪神淡路大震災の状況が写真入りで解説されているととも

に（第 2章 3節）、東アジア（Unit9）の今日的問題の第 1テー

マとして「環太平洋造山帯に位置する日本」が取り上げら

れ（図‒8 参照）、日本列島がプレート境界に位置すること、

地形、厳しい気候など）に直面した。しかし、彼らは大陸
を駆け抜け、自然環境を克服していった。
■街道と内陸水路（TRAILS AND INLAND WATER-
WAYS）
・ヨーロッパから入植した移民たちは大西洋沿岸部にコロ
ニー（植民地）を建設し、そこを起点として、ナショナル・ロー
ド（National Road）、ウイルダネス・ロード（Wilderness 
Road）オレゴン街道（Oregon Trail）やサンタフェ街道
（Santa Fe Trail）等の街道や、ミシシッピ川やオハイオ
川等の内陸水路を使って内陸部（西部）に移動していった。
・また、彼らは水路を水路を接続するために、運河のネット
ワークを構築していった。1825 年に開通したエリー運河
（Erie Canal）は、五大湖と大西洋の間の舟運を可能にし
た最初の運河である。
・北アメリカにおける最も重要な深水舟運ルート「セントロー
レンス海路（Saint Lawrence Seaway」）は、大西洋か
ら五大湖のスペリオル湖まで船が航行できる海路で、米国
とカナダの合同プロジェクトとして 1950 年代に完成した。
当該海路は、多くの閘門の水位調整（約 600 フィートの上
下移動）を行うことにより、巨大な外洋航海船を北アメリ
カの工業・農業中心地まで航行させることに可能にした。
■大陸横断鉄道（TRANSCONTINENTAL RAILROADS）
・蒸気機関車と鉄道の整備により、大西洋岸から太平洋岸ま
での大陸横断が迅速かつ容易になった。
・鉄道建設は北部アメリカにおいて 19 世紀初頭から始められ
たが、大陸を横断する鉄道を建設するためには、国土の厳
しい自然条件（ロッキー山脈など）を克服する、具体的には、
森林を切り開き、渓谷に橋を架け、山脈にトンネルをくり
貫いていく必要があった。
・最初の米国大陸横断鉄道は 1869 年に完成し、モントリオー
ルからブリティッシュ・コロンビアに至るトランス・カナダ・
レイルロード（Trans-Canada railroad）は 1885 年に完
成した。
・これらの幹線鉄道ネットワークは、大量の物資や旅客を運
ぶことにより、経済発展や国家統一に寄与してきた。
・今日では、米国の鉄道ネットワークは世界第一位であり、
カナダのそれは世界第三位である。
■国道ネットワーク（NATIONAL HIGHWAY SYSTEMS）
・20 世紀初頭からの自動車社会の到来によって道路建設に拍
車がかかり、今日では、米国国内に約 400 万マイル、カナ
ダ国内に約 56 万マイルの道路ネットワークが構築されてい
る。
・南部地域に人口が集中しているカナダでは、国土の南部
に位置する各都市を東西に結ぶ高速道路ネットワークが
整備された。カナダの主要幹線道路であるトランス・カ
ナダ・ハイウェイ（Trans-Canada Highway）は、大
西洋岸のセント・ジョンズ（ニュー・ファンドランド
州）から太平洋岸のビクトリア（ブリティッシュ・コロン

ビア州）に至る約 4,860 マイルの延長を有している。
・一方、米国では、46,000 マイル以上の州間高速道路（イン
ターステート・ハイウェイ、Interstate Highway）ネッ
トワークが国土を縦横無尽に走っており、1950 年代以降は、
カナダやメキシコとのネットワーク接続も進められている。
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そのため火山活動や地震（関東大震災・阪神淡路大震災）・

津波発生の可能性が高いということ、そしてこれら災害へ

の備え（建築の耐震基準化や防災教育）が行われているこ

とが説明されている（第 29 章 1 節）。

　また、日本の人文地理の単元（第 28 章 4 節）において、

「日本の教育」を取り上げ、小学校（6年）、中学校（3年）、

高校（3 年）、塾（juku）を経て、東大・京大・慶応・早

稲田といった大学トップ校に進学することが日本の高度な

構造の教育システムであると紹介している部分が興味深

い。

図 -7　合衆国・カナダの自然災害（McDougal Littel 社の高校地理教科書より） 13)

図 -8　環太平洋造山帯に位置する日本（McDougal Littel 社の高校地理教科書より） 13)
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3. 3 米国の地理教育の特徴（まとめ）

　以上、日米の中学校及び高校の地理教科書を比較するこ

とにより、米国における地理教育の内容を検証してきたが、

前章の「米国における教育改革と地理教育」とあわせて再

整理すると、米国の地理教育の特徴は概ね次のようにまと

めることができる。（図‒9、10 参照）

(1) 「地理学の 5大テーマ」という明瞭な哲学の存在

　地理学という複雑で（扱う分野が広く）興味を持ちにく

い学問領域を、5大テーマ（①位置、②場所、③人と環境

との関わり、④移動、⑤地域）という、非常に単純化され、

分かりやすく、多くの人々に受け入れやすいような学習体

系に再構成している。また、「地理学の 5 大テーマ」は、

現在では地理教科書の冒頭において必ず位置づけられ、繰

り返し教えられるべき学習項目として、不動の地位を築い

ている。

(2) 「地学」を含めた地理教育

　米国の地理教科書では、太陽系（天体）や地球の構造（大

気圏や地球の内部構造）、地球の内作用（プレートテクニ

クス、地震、火山）という「地学（地球科学）」に分類さ

れる内容が、充分なページを割いて解説されている。この

ため、「無限大の宇宙空間の中の地球」という空間認識の

構築や、今日あらためてその重要性が再認識されている「防

災教育」の効果的展開が可能となっている。

(3) 「歴史・政治」を含めた地理教育

　米国の地理教科書には、各国（地域）毎の地誌において、

その国の歴史や政治を学ぶ単元が必ずある。このため、各

国毎に、自然地理と関連づけて幅広い人文地理（歴史、政

治、経済、文化等）を学習することができる、言い換えれ

ば「時間」と「空間」を関連づけて学ぶことができる。

(4) 「人と環境との関わり」という学習単元の存在

　各国（地域）毎の地誌において、「人と環境との関わり

（Human-Environment Interaction）」という学習単元

が設けられている。これは、「国土への人の働きかけと、

国土からの恵み」という国土学、国土教育の思想を実践し

ている学習単元に他ならない。

図 -9　アメリカ人の学ぶ「世界地理」の構造（高校地理教科書） 13)
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図 -10　歴史の深層としての「国土」（Fernand Braudel の『地中海』に学ぶ） 9)

4．おわりに

　内村鑑三は『地人論』後半において、ヒマラヤ山脈の西

北隅に人類が初めて出現して以降の世界文明の発展を説

く。そして、日本国は西漸する西洋文明と東漸する東洋文

明とを総合止揚すべき世界的立場にあるとの確信を、世界

地理と世界歴史とにより証明しようと試みるのである。

　例えば、ローマ帝国（イタリア）については、「見よ、

イタリア半島の、東南、ギリシアに向かって伸ぶるを。そ

の長靴形は南北に直立せずして、踵をもってギリシアを受

くるの状をなせり。（イタリアは無礼なり。）すなわち、そ

の靴底に当たるの辺なるタラント湾の沿岸、ならびにシチ

リア島の東部は、はじめてギリシア人の植民を受けし所に

して、ギリシア文明の侵入はこの辺よりせり。イタリアは

ギリシアと欧大陸の中真との間に横たわる掛橋の地位にあ

り。歴史世界が拡張して地中海大となりしや、イタリア半

島は世界の指導者ならびに保護者たるの自然の地位をしめ

たり。（中略）紀元四百年に至りて、時の文明世界は全く

ローマ化せられたり。（中略）ローマは共和国として起こ

り、共和国のごとく世界を支配せり。各国民の特性はロー

マによりて湮滅（いんめつ）せられざりし。否、かえって

しからずして、ますます伸張するを得たり。ローマはギリ

シアをして世界を知化せしめ、ユダヤにこれを霊化するの

便益を供せり。ローマの天職は実に旧世界を総合して新世

界の発端を開くにありし。ギリシア人の文明とユダヤ人の

宗教を欧大陸に紹介伝染するにありき。見よ、イタリア国

は南端に西亜とギリシアとを受けて、北境は仏、独、墺の

三国をもって包まるるを。伊国はよくその天職を尽くせり。

文明は彼女によりてライン河辺に橋渡りせり。」と著述し、

イタリアという国土とローマ人（国民）が世界文明発展の

橋渡しの役割を担ったとするのである。（「地人相関論」の

展開）

　また、環境考古学者の安田喜憲氏は『敵を作る文明　和

をなす文明』（共著）の中で、「戦前の地理学は「地人相関

論」と呼ばれ、大地と人聞の関係を盛んに研究していた。

そこでは、環境が人間の歴史を決定する可能性があること

が十分に認められていた。人間はもちろん環境を改変する

ものの、あくまでも人間は自然の子供である、という考え

方が根強く残っていたのである。私はその考えに深く共鳴

し、大学で地理学を専攻した。ところが私が大学に入った

頃は、高度経済成長期のまっただなかで、人間の歴史は人

間の社会や経済活動によって決定されるのであり、気候や

環境の変動で変わるものではないという歴史観が横行して

いたのである。その当時学会の主流を占めていたマルクス
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9）　森田康夫、『「国土教育」（その２）高等学校地理歴史科教育を考

える』、JICE REPORT vol.17、（財）国土技術研究センター、平

成 22 年 7 月

10) 田部俊充・山縣耕太郎・小口久智・多胡清一、『アメリカ合衆国

における「地理ナショナルスタンダード（1994 年版）」の全訳』、

新地理 , vol. 45-3, p28-42, vol. 45-4, p54-66, vol. 46-1, 56-68、1997

年～ 1998 年

11） 山縣耕太郎 (National Geography Standard) ホームページ

http://www.juen.ac.jp/shakai/kotaro/NGS/index.html

12） McDougal Littell, a division of Houghton  Miffl  in Harcourt  、

『World Cultures and Geography 2008』（2008 年版）

13） McDougal Littell, a division of Houghton  Miffl  in Harcourt  、

『World Geography 2009』（2009 年版）

14） 五味文彦・斎藤功・高橋進ほか 45 名、平成 17 年検定済

『新編 新しい社会　地理』、東京書籍

15） 高橋彰・平戸幹夫・片平博文・矢ケ崎典隆・内藤正典・杉谷隆・

松本淳・戸井田克己・友澤和夫、平成 18 年検定済『新詳地理Ｂ 

初訂版』、帝国書院

16） 内村鑑三、『地人論』、日本の名著 38（内村鑑三）、中央公論社、

昭和 46 年 5 月

17） 川勝平太／安田喜憲、『敵を作る文明　和をなす文明』、ＰＨＰ

研究所、2003 年 5 月

18） 岩田孝三、昭和 31 年検定済『人文地理』、帝国書院

史観は、社会構成史観、ある意味で政治・経済主導型の歴

史観だった。そのため、環境の変化が歴史を変えるという

ような学説は、当時は「環境決定論」という熔印を押され

ていた。」と述べ、こうした「地人相関論」を「環境決定論」

として軽視した日本の戦後地理学を否定的に捉えている。

そして「これは私にとってもきわめて悲しむべきことであ

るが、いま多くの大学で「文理融合」の御旗のもとに、地

理学の講座がどんどん潰されている。考えてみれば、その

文理融合こそ、本来地理学が究めてきたものであった。地

理学教室は、京大では文学部にあるが、東大や東北大では

理学部にある。文学部と理学部両方にあるような学科は地

理学しかない。そうした文理融合を目指した地理学が戦後

五十数年を経て、ことごとく捨て去られようとしているの

である。」と地理学の将来を憂いている。

　確かに、現在の高校地理教科書と比較した場合、昭和

31 年の検定済教科書の方が、「国土への働き掛けと、それ

に対する国土からの恵み」に関連する記述を数多く取り

上げていた（JICE REPORT vol.17）。そして、今日、米

国の高校地理教科書では、「人と環境との関わり（Human-

Environment Interaction）」という学習単元がしっかり

と位置づけられている。「地人相関論」や「人と国土」に

関する教育、こうした地理教育・国土教育の復活を望んで

止まない。

謝辞

　本研究報告をまとめるにあたり、問題の提起から、向き合うべき

素材への気付き、人と国土との相互関係を時間軸と空間軸から見る

「国土学」の視点など、俯瞰的で示唆に富んだご指導と格別のご鞭撻

を賜った大石久和先生（（財）国土技術研究センター理事長）に、深

甚なる感謝を捧げます。また、同センター情報・企画部の生内明子

さんには、本稿の作成・編集に当たり、ひとかたならぬご協力をい

ただきました。厚くお礼申し上げます。

参考文献

1)　森田康夫、『アメリカの地理・歴史教科書の検証と国土教育（前編）

－オバマ大統領演説と「合衆国史」教育－』、JICE REPORT 

vol.19、（財）国土技術研究センター、平成 23 年 7 月 

2)　田部俊充、『アメリカ合衆国の地理教育』、地理教育講座第Ⅰ巻「地

理教育の目的と役割」（中村和郎・高橋伸夫・谷内達、犬井正）、

古今書院、2009 年 1 月

3)　中山修一、『地理にめざめたアメリカ―全米地理教育復興運動』、

森田康夫

現職：国土交通省　国土技術政策総合政策研究所　総合技術政策研究センター

建設マネジメント技術研究室　室長



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [150 150]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


